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皮 膚 科 領 域 の 細 菌 感 染 症 に対 す るCS-807の 使 用 経 験

松本忠彦 ・松 田哲男 ・占部治邦

九州大学医学部皮膚科教室

経口用エステル型セフェム系抗生剤CS-807に ついて,皮 膚感染症14例 に1回100kg,1日2回,

7～12日 間食後経口投与を行い,以 下の結果を得た。

1)皮 膚感染症患者14例 に対するCS-807の 臨床効果は,治 癒5例,著 しく改善7例,改 善2例

で,有 効率は100%で あった。

2)病 巣よりグラム陽性菌を中心 とする14株 の細菌が分離されたが,細 菌学的効果は菌消失10

株,不 変4株 で,菌 消失率は71.4%で あった。MIC値 は,50μg/ml以 上の耐性株がSaureus

に3株 みられたが,他 の11株 は3.13μg/ml以 下であった。

3)自 ・他覚症状 としての副作用および臨床検査値異常はみられなかった。

CS-807は 三共株式会社で開発された経口用エステル

型セフェム系抗生剤である。本剤は,優 れた抗菌活性を

示すが経口吸収されないR-3763の4位 カルボン酸にイ

ソプロポキシカルポニルオキシエチルをエステル結合さ

せることにより経口吸収性を高めた薬剤である。従って,

経 口投与後腸管内で脱エステル化されて,活 性のR

-3763と して吸収される
。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807

特徴としては,1)グ ラム陽性,陰 性菌に広範囲な抗

菌スペクトルを有し,CEX,CDX,CCLな どの従来の

経口用セフェム系抗生剤では効果が期待出来なかった

Enterobacter spp., serratia spp., indole (+) Proteus spp.

にも抗菌力が及んでいること,2>各 種 細菌産生のβ

一1actamaseに 対 し強い抵抗性を示すこと,3)吸 収が

良好で高い血中濃度が長時間持続すること,4)毒 性試

験,生 殖試験,一 般薬理試験の結果から高い安全性を有

すること,な どが挙げられる1)。今回我々は,各 種皮膚

科領域感染症に対し本剤を投与し,多 少の知見を得たの

でここに報告する。

I.材 料 と 方 法

1.対 象と方法

昭和61年11月 か ら昭和62年1月 までに当科を受診し

た皮膚感染症患者を対象とした。

2.投 与方法

1回100mgを1日2回 に分けて食後経口投与し,臨床

経過に影響 を及ぼすと考えられる他の抗菌化学療法剤

(外用を含む),抗 炎症剤 解熱鎮痛剤の併用は行わな

いこととした。

3.効 果判定

投与開始時の症状 所見を3,5日 後および7日 後の

ものと比較し,治 癒 著しく改善,改 善,や や改善,不

変,増 悪の6段 階で判定し,投 与終了時の改善度をもと

に,最 終全般改善度を上記6段 階で判定することとした。

4.細 菌学的検査

投与前,投 与後に病巣から細菌の分離培養を行い,細

菌学的効果として菌消失,減 少,菌 交代 不変,不 明の

5段 階で判定した。臨床分離材料は輸送用培地(ケ ンキ

ポーター)を 用いて送付 し,同 定ならびにMICの 測

定2)は,(株)科学技術研究所で行った。

5.副 作用

CS-807に よる治療中に出現した自覚的および他覚的

症状 としての副作用の有無を観察した。また投与前後に

末梢血の赤血球数,ヘ モグロビン,ヘ マトクリット,白
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Table 1 Clinical results of CS-807 treatment

血 球数,肝 機 能(S-GOT,S-GPT),腎 機 能

(BUN,S-Cr)な どの臨床検査を可能な限り実施し

た。

II.結 果

1.症 例の背景

対象患者の内訳は,男7例,女7例 の計14例 で,年

齢は19～84歳 であった。対象疾患は廊3例,廊 腫症,

急性爪囲炎,療 疽,細 菌性湿疹,炎 症性粉瘤(感 染性粉

瘤)各1例,二 次感染6例(単 純庖疹の二次感染1,褥

瘡の二次感染3,足 白癬の二次感染2)で あった。

2.投 与量と投与期間

投与期間は7～12日 間,総 投与量 は1.4～2,49で

あった。

3.臨 床効果(Table 1,2)

最終 全般改善度は,14例 の うち,治 癒5例,著 しく

改善7例,改 善2例 で,や や改善,不 変,増 悪の症例は



1108 CHEMOTHERAPY MAY. 1988

Table 2 Final global assessment of CS.807

なかった。従って,改 善以上の有効率は100%で あった。

4.細 菌学的効果

14例 のうち,13例 の病巣から投与前に14株 の細菌を

分離 し得た。この内訳は,S.aureus 8株,S.epider-

midis, Staphylococcus sp., S. dysgalactiae, S.

equisimilis, K. oxytoca, C. freundii 各1株 であった。
S.aureus 3株C.freundii 1株 が不変であった他は

すべて消失し,菌 消失率は71.4%で あった。なお,菌

交代例はなかった。投与前 に分離 された上記14株 の

MIC値 は,S.aureusに 対 して,>100μg/ml 2株,

50μg/ml 1株 の計3株 に耐性株がみられたが,他 の11

株 は3.13μg/ml以 下であった(Table 1)。

5.副 作用

自覚的および他覚的症状として副作用を認めたものは

なかった。また,臨 床検査値の上からも特に異常値発現

例はなかった(Table 3)。

III.考 案

注射用セフェム系抗生剤は安全性が高 く使い易いこと

から,進 歩に目覚ましいものがあり,β-lactamaseに

安定で抗菌スペクトルが広 く,強 力な抗菌活性を有する

薬剤が次々と開発さ粘 使用量が大幅に増加 して来てい

る。一方,経 口用セフェム系抗生剤は吸収性の問題から

開発が遅判 β-lactamaseに 安定で,広 い抗菌スペク

トルを持つ薬剤の開発が望まれていた3)。

CS-807は 経 口投与後に腸管壁エステラーゼにより脱

エステル化さ礼 強力な抗菌活性を持つR-3763と して

吸収されるprodrugで ある。R-3763は 広範囲な抗菌

スペク トルを持ち,β-lactamaseに 安定なため本酵素

による耐性菌に対しても効果が期特出来る。また,本 剤

は吸収性が良好であり,空 腹時よりも食後投与の方が血

中濃度が高 く,100mg食 後投与の最高血中濃度は,投 与

後4時 間に1.5μg/mlを 示 している1)。半減期は2.3

時間 と従来の薬剤に比し長く,投 与回数が1日2回 で済

み,患 者の負担を軽減するという利点も有する1)。

今回我々が行ったCS-807の 治療成績では,14例 中,

治癒5例,著 しく改善7例,改 善2例 であり,改 善以上

を有効 として有効率を算出すると100%と いう優れた臨

床効果を示した。臨床分離株に対するMIC値 をみると,

全体 としては比較的良好な感受性を示したが,S.aur-

eus 8株 中3株 に50μg/ml以 上の耐性株がみられ,一

部臨床効果と一致しない例が認められた。今後S.aur-

eusの 感受性の動向について十分に留意する必要がある

と思われた。また,副 作用として自・他覚症状および臨

床検査値異常はみられなかった。
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Table 3 Laboratory data before and after CS-807 administration

B Before treatment, A: After treatment

以上より,CS-807は 皮膚感染症に対して有用かつ安

全性の高い薬剤であると思われる。
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CS-807 IN BACTERIAL INFECTIONS OF THE SKIN

TADAHIKO MATSMOTO, TETSUO MATSUDA, and HARUKUNI URABE
Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Kyushu University, Fukuoka

The oral antibiotic CS-807, an ester-type cephalosporin, was administered to 14 patients with skin infec-
tions at 100mg twice a day after meals for 7-12 days, and the following results were obtained:

1) Five patients were cured, and 7 and 2 patients exhibited remarkable and moderate responses, respective-

ly. The efficacy rate was therefore 100%.
2) Bacteriological response of 14 strains isolated from the lesions, mainly consisting of Gram-positive

organisms was: 10 strains were eliminated, but no effect was seen on the remaining 4, indicating an

elimination rate of 71.4%. Although 3 strains of S. aureus were resistant with MICs of more than 500g/ml,
the other 11 strains demonstrated MICs less than 3.13pg/ml.

3) There were neither side-effects, subjective or objective symptoms, nor abnormal laboratory data related
to the treatment.


